
Title 地球温暖化とエネルギー政策 :
日本経済の多部門一般均衡モデルによる我が国エネルギー需給見通し

Sub Title Outlook of energy and environment in Japan : the case of BaU scenario
Author 黒田, 昌裕(Kuroda, Masahiro)

野村, 浩二(Nomura, Koji)
Publisher 慶應義塾経済学会

Publication year 2001
Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.94, No.1 (2001. 4) ,p.85- 104 

JaLC DOI 10.14991/001.20010401-0085
Abstract
Notes 小特集 : 地球温暖化対策および循環型社会の形成
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-20010401-

0085

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


「三田学会雑誌」94巻 1 号 （2001年 4 月）

地球温暖化とエネルキー政策*

—— 日本経済の多部門一般均衡モデルによる我が国エネルギ一需給見通し——

黒 田 昌 裕  

野 村 浩 ニ

1 はじめに

1998年 6 月のエネルギー需給見通しの策定作業のあと，経済成長の鈍化など我が国の経済状況は 

急速に変化し，ここ数年のエネルギー需要の伸びは， とりわけ産業用の需要を中心に低下している。 

また，原子力をめぐる相次ぐ事故によって，原子力安全管理に対する反省や原子力廃棄物処理の施 

策の必要性など国民的議論も高まってきている。さらにはまた，電力業界を含む規制緩和の促進が， 

エネルギー安全保障と環境保全との両立をさらに難しくしているという局面も出てきている。そう 

した中，原油などエネルギー資源の価格の高騰も今後のエネルギー需給見通しの策定に大きな変化 

を齋している。

2001年総合資源 • エネルギー調査会でのエネルギー需給見通しの作成は，単なる努力目標の作成 

という観点から，一歩進めて政策シナリオを含め，見通しの実現可能性（feasibility) を強く意識 

して提言をまとめるべきとの総合部会での合意を得ている。その合意に基づき，今回の改訂では， 

経済成長と環境保全の施策との総合的な整合性をチニックするために，当初から両者を総合的に判 

断できる定量的モデルを用いるという方法が取られている。用いられたモデルは，基本的には，経 

済モデルとしての多部門一般均衡モデルであるが，それを後述のわれわれのモデル（KeioEconomic 
Observatory M od e l：以下ではK E O モデルと呼ぶ）に依提している。また，それを相互補完する形で，

* この研究は，筆者らが経済産業省総合資源エネルギー調査会でのエネルギー需給見通し作成作業に 

参加し，慶応義塾大学産業研究所のK E :0モデルを用いて，エネルギー需給見通しの基準ケースシナ 

リオを策定した際の成果を取りまとめたものである。すでに，同調査会の総合部会および需給部会で 

結果は報告されているが，ここでは，モデルの構造および策定作業の詳細をまとめている。ここでの 

政策評価および見通しのシナリオの評価に関しては，筆者らの私見であり，総合資源エネルギー調査 

会での審議とは，独立のものであることをお断りしておく。
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すでに決定されている幾つかの政策によるエネルギー効率の改善の見通しを作成する要素積上モデ 

ルと，電力供給のシナリオを策定する長期電力供給計画モデルとが，多部門一般均衡モデルに連携 

させる形で構成されている。

K E O モデルでは，経済成長率や産業構造の変化などの経済諸変数は，幾つかの外生的に与える 

前提条件のもとで内生的に決定される形になっている。そこでは，エネルギー効率の変化に関する 

施策，具体的には， トップランナー方式による運輸.民生用省エネルギー基準の導入スケジュール 

や，経団連の環境自主行動計画による効率改善努力によるエネルギー効率の改善については，要素 

積上モデルによって，あらかじめ算定されており，それを一般均衡モデルの想定値として与えてい 

る。これらの施策が織り込まれているという意味では，シナリオは予定されている施策をあらかじ 

め前提としていることから，1998年のエネルギー需給見通しの際の自然体ケースとは異なっている。

今回の改訂では，このシナリオを基準ケースと呼んでいる。基準ケースシナリオにおいて，電力 

供給の長期シナリオに関しては，後述のように電力中央研究所の電源構成モデルを用いている。そ 

こでは，電力の需要見通し，諸エネルギー資源の価格動向，その他生産要素の価格動向を外生的に 

与えた上で，電源構成の合理的長期シナリオを作成している。電力の需要見通しに関しては，一般 

均衡モデルで求められた需要見通しと整合性が図られる。 したがって，今回の見通し作成の手順は， 

前回の見通し作成の際に用いたマクロ経済諸変量の想定に整合的なエネルギー技術シナリオを要素 

積上モデルによつ て作成するという手法とは異なり，要素積上モデルによる技術シナリオに整合的， 

且つ内生的にマクロ経済諸変量を決定するという手法を用いている。いわば，top-down, bottom - 
u p の混合方式ともいえるものである。そこでは，すでに予定されている幾つかの施策の実現を前 

提として，経済諸変数の動向に関しては内生的に，かつ，諸政策，諸前提と整合的に解かれること 

になる。 したがって，ここでの基準ケースでは， もし必要であれば導入される今後の追加的施策を 

評価するための基準となるべきシナリオを策定したことになる。勿論経済成長率など内生的に算定 

された諸変数は，あらかじめ想定された諸エネルギー政策以外の諸変数の前提（人口，エ ネ ル ギ ー  

価格，為替レートなど）にも依存しており，その意味では，条件つき予測である。 また，モデルを 

用いて，ここであらかじめ想定された省エネルギー施策などをまったく導入しないという，いわゆ 

る自然体ケースを描くことも可能であるが，それ自体が， もうひとつの条件付き予測を構成するこ 

ととなり，前提条件の置き方によって，将来の経済成長に大きな予測の幅ができることになる。そ 

の妥当性の評価は極めて難しく，その姿が，すでに導入を予定されている施策の効果をどの程度と 

見るかに関しての判断を左右することになってしまうという問題を残すことになる。こうした困難 

を回避するために，ここでは，あくまで予定されている施策の効果を織り込んで，これからの追加 

的施策の必要性と効果を見極めるという立場から，基準シナリオの作成という方法をとった。勿論， 

折り込み済みとここで考えた施策の中には，経団連環境自主行動計画のように，必ずしも政策的な 

強制力をもっていない施策も含まれており，それが計画通り実行されなかつ た場合の政策的担保措
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置も，追加的施策の評価と併せて考えておく必要があることは言うまでもない。その点については， 

今後の議論となろう。

われわれの多部門一般均衡モデルでは，各経済主体はその行動の原理として主体均衡の経済合理 

性を追求する。そこでは，各期の期首に与えられた諸条件を前提として，一期ごとの合理的行動を 

積み重ねて，逐次的に経済成長の経路を導くことになっている。このモデルによって京都議定書の 

目標対象期間2008-12年におけるC 0 2排出量が求められ， 目標値との関係で，新たな施策の導入の 

可否が検討され，必要であれば何らかの追加的施策の導入が経済成長の逐次的経路に如何なる影響 

を及ぼすかを算定することができる。

次節で，多部門一般均衡モデルを簡単に説明する。このモデルは，環境政策などの政策シミュレ 

一ションのために，われわれの研究室で作成したものであるが，黒 田 . 野 村 （1998) に詳細は報告 

されている。ここでは，今回のモデルの改訂部分および基準ケース• シナリオに焦点をあてて，説 

明したい。

2 多部門一般均衡モデルの構築

このモデルは経済の一般的相互依存を定量的に分析するために開発したものである。生産者とし 

ての経済主体と，世帯主年齢階層別に区分された世帯類型に基づく消費者としての経済主体が，

財 • サービス市場，資本 • 労働の生産要素市場において経済合理性をもって行動する結果として， 

すべての部門で，均衡価格と均衡数量とが市場均衡の条件から達成されることをこの模型によって 

描こうとしている。

2 . 1 構造の概要

生産者としての経済主体は，大きく 二つの局面に分けて考えることができる。ひとつは，期首の 

資本ストックないしは生産能力，および雇用者数を所与とし，そこで実現している生産技術も与え 

られているという状態での生産者が，短期的に利潤極大行動によって決定する短期供給スケジュ一 

ルの提示のメカニズムである。短期的にここで導かれる供給スケジュ一ルは，中間原材料や労働サ 

一ビスの価格に依存しており，中間財市場や労働市場を通じて他の産業部門と相互依存的関係をも 

っている。 もう一つの生産者行動は，短期で与えられる期首の資本ストックや生産能力，雇用係数 

や中間投入係数などの技術条件を決定する行動である。ここでは，長期の需要見通しと要素相対価 

格，および技術進歩の方向を推察した上で，長期的に費用極小化の行動をとるものと仮定している。 

長期費用関数は，各産業部門についてトランス • ログ型の定式をもちいており，将来の需要規模の 

想定と，資本，労働，原材料，エネルギーの各要素価格が，各生産要素の長期的なコストシェアを 

決定するものと考えている。ここで，各生産要素のコストシヱアが決定されるとそれに対応した，
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資 本 （幻 ，労 働 ( l ) ， エネルギー ( e ) , 原 材 料 m の実質投入量が決定されることになる。資 

本量は長期的な需要，価格の見通しに基- く最適資本ストックであるということができるが，期首 

の資本ストックとこの最適資本ストックの差異は，減価償却を考慮すれば，当期の最適投資需要の 

フロー量と対応することになる。

上記のようなK L E M 型費用関数は，そのパラメタが過去の観察値に基O ■、いて計測されたもので 

あるという意味で産業別の要素代替可能性を反映したものであるけれども，外揷期間における経済 

合理性に基づいた技術選択が将来の技術的実現可能性（feasibility) を必ずしも満たしているとい 

う保証は無い。われわれのモデルではこのような限界や，あるいは技術選択において規制的性質の 

強い産業の存在を鑑み，将来導入されうる技術の見通しが比較的明確な産業に対して，将来の技術 

導入に関する選択可能なシナリオを外生的に与えることもできるような，構造上の柔軟性を有して 

いる。その際，各々の技術シナリオは経済モデルにおける技術の記述としての実質投入係数，雇用 

係数およびそれを規定する資本係数あるいは資本ストック量によって把握する必要がある。後述す 

るように基準ケースシナリオでは，発電部門および輸送部門などについては技術シナリオを外生的 

に設定し，発電部門ではサブモデル内で発電形態別稼働率を内生的に決定するメカニズムを持って 

いる。

各産業部門の労働投入量については，生産者の長期費用極小行動から，資本ストックの最適レべ 

ルに対応した労働雇用量のレベルが決定されると考えている。それが労働市場での労働雇用の需要 

水準に対応している。一方，労働の供給に関しては，世帯主年齢階層別に区分された家計行動の結 

果として，個人年齢階層別の労働供給が決定されると考えている。そこでは各家計単位での労働供 

給行動を世帯主と非世帯主とに分けて，世帯主の労働供給が， 自身の直面する労働市場においての 

賃金率もしくは労働サービス価格に感応的であるのに対して，非世帯主の労働供給は，所属する世 

帯の世帯主所得，および非世帯主に提示される賃金率に弾力的であると仮定されている。これは， 

労働供給に関するダグラス•有沢法則を具体化する形で家計の各世帯員の労働供給行動を定式化し 

たものであり，それが個人年齢階層別に集計されて，個人年齢階層別労働供給量が導かれる。一人 

当たりの標準労働時間を所与として，各産業部門の個人年齢別労働需要と家計から導かれる個人年 

齢別の労働供給が一致するというように均衡賃金率および均衡雇用者数が決定される。ここで決定 

された賃金率は短期的には調整されないものと仮定しており，短期の供給スケジュール上では，賃 

金率は期首の値，すなわち前期の労働市場で決められた契約に基づいて与えられると考えている。

したがって，長期的費用極小の行動によって選択された技術条件は，次期の最適資本ストック量， 

労働雇用量，賃金率，中間原材料投入係数，およびエネルギー投入係数などを決定し，一期のラグ 

を伴って次期の短期供給行-動の期首条件を与えることになる。

短期の供給行動は，長期で選択された技術条件を所与として，各産業部門における生産者の利潤 

極大の行動から，供給スケジュールが導かれる。短期の供給スケジュール（短期供給関数）では，
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中間投入，エネルギー投入の実質投入係数，生産能力を規定する資本ストック量，資本ストックに 

対応した労働の雇用量が与えられており，設備の稼動時間を調整することによって，供給量と供給 

価格とのスケジュールが描けるかたちになっている。供給スケジュールは，中間原材料およびエネ 

ルギ一として，他部門の財 • サービスを用いており，その価格が費用に反映されることから，ある 

部門の供給は他のすべての部門と供給構造において相互依存的関係にある。よって均衡状態は，す 

ベての部門の財市場において同時的に決定されることになる。なお市場均衡の結果として実現する 

労働時間は，各個人が就業選択の際に想定した標準労働時間と乖離する可能性がある。労働市場の 

需給均衡によって，ここではいわゆる非自発的失業者は存在しないけれども，短期供給曲線におけ 

る就業者および賃金の硬直性からマンアワー（人 . 時間）ベースでは非自発的な労働需給ギャップ 

が存在すると解すことができる。

短期の財市場における需給均衡のプロセスは，一方で各財の需要のスケジュールによって調整さ 

れる。需要曲線は，中間需要，および最終需要を構成する，家計消費支出，民間総固定資本形成， 

政府消費支出，公的総固定資本形成，在庫投資，輸出，（控除）輸入などの項目からなる。このう 

ち，政府消費支出および公的総固定資本形成，在庫投資は商品別に実質値を外生的に与えている。 

輸出量は，国内財価格と外生で与えられる海外財価格との相対価格，同じく外生的に与える世界貿 

易量によって，商品別輸出閨数から実質輸出量が決定される。輸入については，中間財，最終財と 

もに商品別輸入シェア関数を設定しており，国内財，輸 入 財 （C IF価格十関税）の相対価格に依存 

して不完全代替的に輸入シェアが決定され，すべての財市場の需給均衡の結果として輸入量がもと 

められる。民間総固定資本形成は上述のように生産者の長期費用極小から求められた，最適資本ス 

トックを実現すべく，産業別実質投資額が決定し，観察された産業別資本財構成（時系列固定資本 

マ ト リ ッ ク ス ） を経由して投資財需要べクトノレが、もとめられる。

最後に，家計消費支出については2 つの段階に分割される。第 1 段階では，各産業部門の労働所 

得および資本所得によって，各種税制の考慮の後に可処分所得がもとめられ，所得制約と各財の価 

格制約とから，効用極大原理にもとづいて貯蓄，総消費が決定される。家計消費行動の第2 段階で 

は，各 財 • サービスに関する選好のもとて、効用極大化により費目別消費量を決定する。その際，家 

計のエネルギー需要に関しては，輸送用，暖房用，冷房用，給湯用，厨房用，動力用の用途別にエ 

ネルギー需要をまず算定する。後述するように基準ケースでは，乗用車，家電製品など個別機器毎 

のトップランナー方式によるエネルギー効率の改善率とストックベースの機器の保有率分布の変化 

を考慮して家計部門の用途別エネルギー消費量を決定している。家計消費の全体の予算制約から， 

エネルギー関連消費に要する需要額を差し引いた残りをもとめ，それを効用極大概念で求められる 

需要関数によって，それ以外の費目に振り分けることになる。家計のエネルギー需要は，家計の消 

費活動のみの定式化では，先取りされる形になるが，一般均衡モデル全体では，すべてが同時決定 

されることになり，他費目消費需要とエネルギー需要とは，整合的に振り分けられることになる。
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なお費目別消費需要は用途別エネルギー需要を含め，すべて世帯主年齢階層別に求められ，今後の 

高齢化社会での人口 • 世帯構成の変化を反映している。求められた費目別の消費需要は，商品一費 

目コンバーターを経由して商品別に集計され家計消費べクトルを形成することになる。 もちろん， 

所得および各種消費財価格は，全部門の需給均衡に至るプロセスによって変化することになるので， 

貯蓄，消費もまた，体系の均衡解と同時的に決定されることになる。最終需要の各要素に応じて， 

期首の中間投入係数を所与として， レオンチェフ逆行列の算定から，最終需要を満たす直接•間接 

需要量としての財*サービス別国内需要量（需要スケジュール）が導かれ，短期生産者行動における 

供給スケジュールとの対応で，財市場において需給が均衡するまで，価格，数量，所得等の各変数 

が調整されることになる。

すべての財市場および労働市場で需給が均衡すると，発生付加価値と最終需要が集計名目値で一 

致し，結果としてマクロでの貯蓄投資バランスが達成される。また一方で貨幣の需給方程式があり， 

いわゆる IS -L M の均衡によって，同時に利子率が内生的に決定される。

2 . 2 部門分類と産業連関表

われわれのモデルにおける産業連関表のイメージと，各種部門分類を与えておくことにしよう。 

次頁の図 1 がモデル体系内において解かれる産業連関表を示しており，この産業連関表が同図右下 

に示した10の各ブロックと整合的なかたちで毎年次解かれることになる。なお，図では簡単化のた 

め，消費税および炭素税賦課前の一物一価の体系として描いていることに留意されたい。産業連関 

表は，表 1 で示しているように，内生36産 業部 門 （ただし発電部門においては8 つの電源構成を持ち， 

運輸部門は5 つの輸送形態に分割される）および内生36商品部門であり， 4 つの外生的な非競争輸入 

財，および8 つの屑 • 副産物投入および発生を特掲している。またエネルギー投入のうち，ナフサ 

など原料として投入されるものを除く燃料種別エネルギー投入量を導出し，そこから発生する 

C 0 2排出量を計測している。

3 多部門一般均衡モデルによる基準ケースシナリオ

はじめにわれわれの多部門一般均衡モデルにおいて，特にエネルギー関連の扱いを中心として概 

要を示し，その後に基準ケースシナリオを描くための外生変数と，内生的に解かれた基準ケースシ 

ナリオの姿を概観する。

3 . 1 エネルギー需給構造

われわれの一般均衡モデルにおいて明示的に扱うエネルギー種別分類は表1 のとおりであり，各

エネルギー消費主体では，これらのエネルギーを燃料として用いるときにのみC 0 2の排出が行わ
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表 1 各種部門分類

商品•産業 最終需要 付加価値 年齢階層 家計消費費目

1 .農林水産業 37.家計消費支出 57.雇用者所得 1.15-24歳 1•エネルギー消費支出

2 .石炭鉱業 38.政府消費支出 58.資本所得 2.25-34歳 2 .食料品

3 .その他鉱業 39.民間総固定資本形成 59.純間接税 3.35-44歳 3 .衣服•履物

4 .建設 40.公的総固定資本形成 4.45-54歳 4 .家賃•水道

5 .食料品 41.在庫品増加 5.55-64歳 5 .家具•家事用品

6 .繊維 42.輸出 6 .65歳以上 6 .医療_保健

7 .衣服 43.輸入 7 .交通•通信

8 .木材木製品 44.関税•輸入品商品税 8 .教育•娯楽

9 .家具備品 9 .その他の消費

10.紙パルプ 家計エネルギ一用途 非競争輸入 曆部門 電源構成

11.出版印刷 1 .輸送用 37.原油 41.古紙 29-1•原子力発電

12.化学 2 .暖房用 38.天然ガス 42.LPG 29 - 2•石炭火力発電

13.石油製品 3 .冷房用 39.鉄鉱石 43•コークス 29-3.LN G火力発電

14.石炭製品 4 .給湯用 40•その他 44.高炉ガス 29 - 4 .石油火力発電

1 5 .ゴム製品 5 .厨房用 45 .ガラス曆 29-5.水力•地熱発電

16.皮革製品 6 .動力他 46.鉄屑' 29-6.新エネルギー発電

17.窯業土石 47.非鉄滑 2 9 -7 .自家発電

18.鉄鋼 48.鋼船 29~8.揚水発電

19.非鉄金属

20.金属製品 家計エネルキ一種 運輸部門

21.— 般機械 1 .電力 27- 1.鉄道輸送

22.電気機械 2 .都市ガス 27-2.道路輸送

2 3 .自動車 3.LPG 27-3.水運

24 .その他輸送機械 4 .灯油 27 - 4 .航空輸送

25.精密機械 5 .石炭他 27 - 5 .倉庫他

2 6 .その他製造業 6 .太陽熱

27.運輸 7 .ガソリン

28.通信 8.軽油

29.電力

3 0 .ガス供給

31.水道

32.卸小売

33 •金融保険

34.不動産業

3 5 .その他サービス

36.公務

れる。エネルギー種別の平均発熱量係数およびc o 2排出係数は，より詳細な産業別エネルギー消 

費構造の相違を反映すべく，石炭は原料炭，一般炭，石油製品は揮発油，ジェット燃料，灯油，軽 

油，A 重油，B C 重油，LPG，潤滑油などの細分額における平均発熱量や炭素含有量から集計定義 

しており，産業別に異なっている。以下ではエネルギー需給構造の概要と基準ケースにおける各種
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シナリオへの対応を紹介しておきたい。

はじめにエネルギーの需要主体側から，産業，民生，運輸とそれぞれについて述べておきたい。 

各産業の省エネルギーに閨する技術選択は，費用極小行動の結果として資本，労働，非エネルギー 

原材料との代替関係によってモデルで内生的に求められる部門と，外生的に技術シナリオを与える 

部門に分かれる。前述のとおり，内生的に求める際は，各生産要素の相対価格と将来の需要規模と 

によって，合理的な技術条件が選択され，エネルギーを含む各生産要素の投入原単位が決定される 

ことになる。エネルギ ' —の種別エネルキ- - 源の選択に関しても，エネルキ'— 種別の相対価格がエネ 

ルギ一種別選択に影響することになる。長期費用曲線は，技術進歩を反映しており，技術の変化が 

省エネルギー化の方向に変化すれば，それに応じてエネルギー投入原単位に技術状態が反映される 

ことになる。短期供給曲線の導出では前期に選択された技術状態で固定されているものの，基準ヶ 

ースを描くにあたっては，経団連による環境自主行動計画に基づく措置に対応してエネルギー効率 

の上昇が達成されるものとして外生的に与えている。

民生部門のエネルギー消費については，エネルギー統計の概念上その消費主体として家庭と業務 

の二つに別れる。家庭部門におけるエネルギー消費については，前述のとおりモデルでは家計消費 

支出がエネルギー関連支出とそれ以外の費目に別れており，エネルギー関連支出は，世帯主年齢階 

層別に用途別エネルギー消費関数として記述されている。用途分類は，輸送用，暖房用，冷房用， 

給湯用，厨房用，動力用の 6 つであり，輸 送 用 （自家用車分）を除いたものが家庭部門に相応し， 

それを含めたものを家計部門と呼んでいる。ここで外生的な条件となるものは，用途別エネルギー 

種別消費コンバーター，用途別エネルギー効率指数（保有ベース)，用途別保有率指数，天候等の自 

然条件である。（自然条件を除く）各種外生値は，資源エネルギー庁による省エネルギー要素積上モ 

デルによって求められている。要素積上モデルでは，家電製品等のトップランナー機器それぞれに， 

省エネ法に定められた目標年度，機器全体およびトップランナー機器の普及台数見込み，住宅のエ 

ネルギー効率改善の効果等により，エネルギー効率指数（新規購入ベースと保有ベース）と機器別保 

有量がもとめられる。ここで内生的に決定された各機器の効率指数および保有指数から，それぞれ 

用途別集計指数を算定し一般均衡モデルへと接合している。なお複数保有の際に2 台目以降の家電 

利用率が遁減することなども考えられ，その影響は集計保有率指数において反映されるものとして 

いる。用途別エネルギー種別消費コンバ- - ターは，家庭部門におけるある用途のための機器保有の 

構成を反映したものであるから（たとえば暖房用には石油ストーブとエアコンなど），短期的には安定 

性を有しており，モデルでは内生的に解かれるエネルギ一種別価格からこのコンバーターを通じて 

用途別集計価格が定義され，用途によっては価格弾力的であると想定している。

( 1 ) 経団連環境自主行動計画の内容は，産業によって，行動目標が一律ではない。ここでは，モデル 

に導入するために，原単位エネルギー効率の改善指数にすべてを置き換えて考えている。
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民生業務部門のエネルギー消費は，モデルではその多くが第3次産業に対応するが，間接部門に 

おける照明用電力消費などはそれぞれの産業部門に含まれている。 また運輸部門は，産業としての 

輸送業の他に各産業（特に商業など第3 次産業）における自家輸送，および家計の自家用輸送が相応 

するが，モデルでは各産業における自家輸送分を特掲していない。純粋な業務用エネルギー消費量 

および各産業の自家輸送分を抽出することはできず，そのために基準ケースで見込まれている業務 

部門におけるトップランナー機器および建築物のエネルギー効率改善など，また各産業の自家輸送 

におけるトップランナー方式，交 通 • 物流対策分などは，モデルの試算後，最終エネルギー消費， 

一次エネルギー供給から差し引いて調整をおこなうに留めている。またテレワークの推進などモデ 

ルとの接合が困難であった省エネ対策についても同様である。この点は，われわれのモデルとデ一 

タベースにおいて克服されるべき課題となっている。以上のように，エネルギー需要は，産業，民 

生業務 • 家庭，運輸とそれぞれの経済主体の経済合理性の反映として求められることになる。

一方，エネルギーの供給側については，二次エネルギーのうち，電力の電源構成が特に重要な問 

題となる。一般均衡モデルでは発電部門について，表 1 に示した8 つの発電形態を持つサブモデル 

を有しており，モデル全体と連動して各発電形態別に稼働率が内生的に決定されるようになってい 

る。発電形態別の各設備容量は規制的性質が強いため，資源エネルギー庁の電力供給計画などを想 

定できるよう，モデルでは外生扱いである。基準ケースにおいては，電力中央研究所の最適電源構 

成モデルから求められた電力設備容量が，われわれのモデルにとって外生的に用意された設備容量 

シナリオとして与えられる。電中研モデルでは，将来の総電力需要量および各種エネルギー価格を 

外生値として，建設費用および運転費用を含めた総費用の割引現在価値が最小化となるように最適 

電源構成を求めるものである。そこでは，原子力，水力，地熱，揚水，新エネルギーは，外生的に 

シナリオが与えられており，われわれのモデルと共通化している。また総電力需要量やエネルギー 

価格については，われわれのモデルにおいては内生値であり，両モデル間で何度かのやり取りを通 

じて相互の整合性を図っている。

電力サブモデルでは，経済活動の結果として算定される産業，民生業務，家庭の主体別電力需要 

量を季節別に分割し，そして一日の時間帯別電力需要分布を各主体ごとに与えることで，その集計

( 2 ) 用途別エネルキ一消費量はコンバ一タ，一を通じて再ひエネルキ一種別消費量へと集g十され，内生 

的な価格を乗じて家計消費べクトルの一部を形成することになる。自家用輸送を含む家計部門のエ 

ネルギー消費に閨する詳細は，野 村 （2 0 0 0 )を参照されたい。なお要素積上モデルによって求めら 

れる詳細な個別機器における省エネルギ一量の検g寸は，その集計量として，一■般均衡モテルにおけ 

る試算値と比較検討することができる。一般均衡モデルでは，家計部門の省エネによるエネルギー 

需要量の減少がエネルギー価格の低下を齎し，その価格効果によって，また他費目消費量に対して 

の所得効果によって，エネルギー需要が全体としてある程度増加（リバウンド）するという均衡モ 

デルとしての性質を持つ。その意味で，要素積上モデルとの比較では省エネの達成量は，事後的に 

幾分か少なめになる。
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量としての季節別日負荷曲線を求めている。よって民生業務部門の電力需要増は， ピーク時（14- 
15時）の電力需要を増加させるなど，電力需要主体の変化が集計された日負荷曲線の形状に反映さ 

れている。電力供給側では，その日負荷曲線に対応して，外生的に与えた自家発電（厳密には自家消 

費用の発電のみ)，および基底電源としての原子力，水力，新エネルギーなどによる設備容量を超え 

る部分について，経常コストの費用極小原則から石炭火力，L N G 火力，石油火力のそれぞれを選 

択しながら運転をおこなう。揚水発電については，設備容量および上限稼働率を設定しており，基 

底電源により余裕のある時間帯はその電力によって，不足の場合には最廉価となる火力発電の運転 

によって揚水し， ピーク時に放流発電をおこなうものと仮定している。以上から， 1 年間を通じて 

集計した結果として，事後的に発電形態別稼働率が決定されている。

3 . 2 基準ケース• シナリオの諸前提

モデルの基準ケースにおける各種内生変数の姿を描くために， まず外生変数についての将来の想 

定シナリオを与えることが必要である。主要外生変数について，以下のように想定を与えている。 

人口 ：基準年では1985年1.210億人，1995年1.256億人から1999年に1.266億人，2007年まで増加し， 

2007年1_ 278億人がピークとなり，以降2010年には1.276億人まで遲減（国立社会保障.人口問題 

研究所中位推計による）。15歳以上人口も2007年にピークとなり1.116億人となるが， うち就業 

可能人口では2010年の1.052億人がピークとなる。また年齢階層別には，1995年では65歳以上 

人ロは就業可能人ロの20 . 5 % であるが，高齢化の進行に伴って2010年には32 . 1 % を占める。 

世帯数：基準年では1985年3875万世帯，1995年4375万世帯から増加し，1999年で4669万世帯，2010 
年では4914万世帯まで通増， うち単身世帯は1995年では2 3 .7% ，2010年では2 8 .6 % に増加。 

政府支出：外揷期間について，政府消費叉出および公的総固定資本形成は実質で2000年以降年率 

1 .5 -1 .6%増，社会保障給付および負担については年率5 % 増。各種税率は外揷期間について 

は一定。

マネーサプライ：外揷期間は実質で年率2 % 増。

為替レー卜：1985年238.5円/ ドル， 1995年の9 4 .1円/ ドルより2000年以降2020年迄110円/ドルに固 

定している。

原 油 価 格 ：1999年2 1 .0 ドル/ b b lから2005年に2 4 ドル/ bbl，2010年3 0 ドノレ/ bbl，2020年4 8 ドル/ bbl 
まで緩やかに上昇を仮定，L N G 価格は，原油価格に連動して，1999年の 1 8 3ドル/ t から，

( 3 ) 新エネルギーの想定のうち，自家消費分は，その他の自家消費と合算して考えており，それを除 

く新エネルギーからの売電分のみを電力事業者の発電と考えている。また基準ケースシナリオへの 

対応では，本モデルで接合が困難であったコジェネレーションによる熱供給，黒液廃材等の自家発 

電 •熱利用，クリーンエネルギー自動車などは，モデルの試算後に燃料転換等の補正をおこなうに留

めている。
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2010年の2 4 8ドル八，2020年3 5 0ドル/ t まで上昇を仮定。一方，一般炭の価格は，1999年の35 
ドル/ t から2010年4 5 ドル/ 1，2020年の7 2 ドル/ t へと推移すると仮定している。

世界貿易量：外揷期間は実質で年率2 % 増。

3 . 3 基準ケース.シナリオ

基準ケースにおける外生変数のシナリオに基づいて，モデル体系内から求められる姿を概観して 

おこう。想定に基づいて描いた基準ケースの主要変数の推移を示したものが，表 2 の結果である。 

表の上段には主要な外生変数，下段には主要な内生変数， また右方にはそれぞれの年平均成長率を 

記載している。基準ケースの結果によれば，実質 GDP (1985年不変価格）は，1990年の406兆円か 

ら，2010年には547兆円となり， 1995-2000年の年平均成長率をみると0 .8 0 % であるが，2000 - 2005 
年では1.94%，2005- 2010年では，2 .0 3 % と回復し，その後成長率は若干低下する。2000- 2010年で 

は年平均1 .9 8% で成長する。この間の最終エネルギー消費は，表 3 に内訳が記載されているが，総 

量 （原油換算）で2000年の393.6百万 k l から，2010年の417.85百万 k l にまで伸びる。われわれのモ 

デルでは，業務用の自家輸送によるエネルギー使用量の省エネ分および交通• 物流対策，業務用省 

エネルギー対策の一部などによる省エネルギーの効果が含まれていないため，政府が前回の見通し 

に際して見込んだこの部分の効率改善による削減量，9 .70百万 k l を併せて勘案すると，2010年の 

最終エネルギー消費は，約409百万 k l ということになる。そのときのモデルでの評価では，C 0 2_  
出量は，2010年3.32億 t-C (炭素換算）まで，2000-2010年で年率0 .5 2 % で拡大することとなる。最 

終エネルキ一消費の場合と同様に，業務用自家輸送分および交通物流対策などによる省エネルキ一 

分を前回の見通しに習い，また未対応の新エネについての燃料転換等の補正をおこなった結果， 

2010年の C 0 2排出量は3 .07億 t - C と算定される。この基準ケースの算定では，最終エネルギー消費 

は，前回の2010年の目標値である原油換算400百万 k l を 9 百万 k l上回る程度に収まることになる 

が，排出されるC 0 2量では， 目標の1990年レベルを約2000万 t - C 上回ることになってしまう。エネ 

ルギ一の需要サイドからの分解では，最終エネルギー消費を部門別にみた場合，民生業務用の需要 

拡大が目立っている。これは，サービス化に伴う産業構造の変化，I T 化などの業務用利用の拡大 

によるものと考えられる。前回の見通しに比べて，2010年でこの部門のエネルギー消費は，13百万 

k l の拡大となる。乗用車エネルギー消費は，前回ケースより 3 百万 k l の上昇，家庭用の需要は 

2010年で現在とほぼ同じ程度と見込まれている。これに対して，運輸部門の貨物輸送，産業用エネ 

ルギー需要は，若干の低下傾向を示している。 したがって，今回の基準ケースでは，すでに産業の 

環境自主行動計画やトップランナー方式による機器の効率向上が見込まれているために，その結果 

として，特に自主行動計画などの対策がとられていない民生業務のエネルギー需要の抵大が，産業 

構造の変位の結果とも重なって顕著となっている。最終エネルギー消費のわれわれのモデルによる 

結果は，表 3 にまとめている。ここでは，業務用自家輸送分および交通.物流対策などの省エネル

9 6 ——
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ギ一分は含まれていないことに注意して欲しい。それらを除いた状態でも，最終エネルギー消費の 

レベルでの電力化率は，今後上昇することが見込まれている。

産業構造の変化を示したものが，表 4 である。電気機械，通信，卸小売部門のシニアが拡大する 

一方で，鉄鋼，化学，窯業土石，紙パルプなどのいわゆるエネルギー多消費産業の生産シェアは伸 

び悩んでいる。これらの産業構造の変化を実現しても，なお，C 0 2の排出目標の達成には更なる努 

力が必要とされるというのが，基準ケースのシナリオである。表 5 では，産業別の C 0 2排出量を 

整理している。経団連自主行動計画によるエネルギー効率上昇のシナリオをここでは与えているた 

め，電力以外の部門では，2000年以降のC 0 2排出量の推移は比較的緩やかである。通信や卸小売 

の産業シェアの拡大は，民生業務用のC 0 2排出量を大きくしている。

一方家計のエネルギー需要に関しては，世帯主年齢階層別の一世帯当たりの用途別エネルギー消 

費の結果を表6 にまとめている。世帯主年齢の階層平均では，2000年から2010年まで年率▲0.41% 
の低下となっている。用途別には，動力月以外が若干の低下を示している。世帯主年齢階層別にも， 

第一階層の▲ 0.18%から，▲0_27%，▲ 0.30%，▲0.32%, AO.35% , ▲0.36% とかなりの差異が 

見られ、若年世帯での省エネルギ一が今後の課題といえる。

最終エネルギー消費が，前回の目標ケースを9 百万 k l上回る程度で収まるにも関わらず，C 0 2 
排出量のベースでは，2000万 t - C の目標未達が発生するのは，一つには，原子力発電の施設見通し 

が20基から13基に縮小されたこと， さらには，次に述べるように，原子力による不足分を石炭火力 

の拡大によって賄うという電源構成によるものと考えられる。内生的に解かれた電力需要の伸びを 

加味した最終的な電源構成については，原子力発電シェアが，1990年の2 4 .3% から2010年には 

3 5 .0 % にシフ卜するのに対して，石炭火力発電が1990年の11_9%から，2010年には2 1 .2% にまで拡 

大し，一方石油火力発電のシェアが同期間，2 0 .8% から3 .4 % にまで低下する結果となっている。
( 4 )L N G 火力発電についても同様の傾向で，1990年の1 9 .9% から，2010年には2 1 .2 % になる。この電 

源構成見通しは，前回の見通しと大きく異なっている。前回の見通しでは，2010年の石炭火力が構 

成比で13%，石油火力 8 % ，L N G 火力2 0 % となっており，原子力のウヱイトも高くなっていた。 

石炭火力のウェイトの拡大は，エネルギ- - 相対価格の見通しを反映しており，原子力の未達の分が 

石炭火力に大きく代替されたこととなっている。このことが今回の基準ケースにおけるC 0 2排出 

量を多くしている大きな要因となっている。

これを一次ェネルギ一の供給べ一スで氐とめると， コスト面で優位性をもつ石炭の割合が，1999

( 4 ) 総合資源エネルギー調査会の公表資料では，自家発電のうち売電分を電力事業者として，電力事 

業者の定義範囲がわれわれのモデルと異なっており，モデルの試算値から，補正を加えている。ま 

た，業務用，物流•交通対策の電力需要分の補正を加えている。そうした差異を調整して，電力事業 

者ベースに補正した結果として，2010年の発電電力量（電気事業者）の電源構成別構成比は，石炭 

火力，石油火力，L N G火力でそれぞれ22.8%，3.7%, 22.7% となっているが，趨勢に相違はない。
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表 6 家計部門エ ネ ル ギ ー 消費量
家 計 部 門 ：世 带 主 年 齢 階 層 別 用 途 別 エ ネ ル ギ ー 消 費 量  

単 位 ：千 k c a l /世 帯

1985年 世 帯 平 均 第 1世 帯 第 2世 带 第 3世 帯 第 4世 帯 第 5世 带 第 6世 带 世 帯 平 均 第 1世 帯 第 2世 帯 第 3世 帯 第 4世 帯 第 5世 帯 第 6世 带

1 .輸 送 用 4022 3787 4047 4170 4859 3943 2657 0 .2 9 6 0 .3 4 1 0 .3 3 7 0 .3 0 8 0 .3 1 6 0 .2 7 7 O .'J l l
2 . 暖 妃 用 3152 1007 2172 3018 3811 3785 3374 0 .2 3 2 0 .0 9 1 0 .1 8 1 0 .2 2 3 0 .2 4 8 0 .2 6 6 0 .2 6 8
3 . 冷 房 用 199 64 137 190 241 239 213 0 .0 1 5 0 .0 0 6 0 .0 1 1 0 .0 1 4 0 .0 1 6 0 .0 1 7 0 .0 1 7
4 . 給 湯 用 3070 3803 3187 3042 2959 2S75 3131 0 .2 2 6 0 .3 4 2 0 .2 6 5 0 .2 2 5 0 .1 9 3 0 .2 0 2 0 .2 4 8
5 . 射 房 用 1755 1329 1501 1709 1918 1888 1837 0 .1 2 9 0 .1 2 0 0 .1 2 5 0 .1 2 6 0 .1 2 5 0 .1 3 3 0 .1 4 6
6 . 動 力 他 1382 1121 967 1416 1572 1514 1394 0 .1 0 2 0 .1 0 1 0 .0 8 1 0 .1 0 5 0 .1 0 2 0 .1 0 6 0 .1 1 1
合 計 13580 11110 12011 13547 15361 14244 12606 1 .0 0 0 1 .0 0 0 1 .0 0 0 1 .0 0 0 1 .0 0 0 1 .0 0 0 1 .0 0 0

1990 年 世 帯 平 均 第 1世 帯 第 2世 帯 第 3世 帯 第 4世 带 第 5世 帯 第 6世 带 世 带 平 均 第 1世 带 第 2世 帯 第 3世 帯 第 4世 帯 第 5世 帯 第 6世 帯

1 .輸 送 用 4720 4483 4792 4937 5753 4669 3146 0 .3 1 4 0 .3 6 1 0 .3 6 0 0 .3 3 0 0 .3 3 9 0 .2 9 8 0 .2 2 8
2 .暖 房 用 3217 1013 2184 3035 3833 3807 3393 0 .2 1 4 0 .0 8 2 0 .1 6 4 0 .2 0 3 0 .2 2 6 0 .2 4 3 0 .2 4 6
3 .冷 房 用 270 85 183 255 322 319 285 0 .0 1 8 0 .0 0 7 0 .0 1 4 0 .0 1 7 0 .0 1 9 0 .0 2 0 0 .0 2 1
4 . 給 湯 用 3349 4150 3483 3327 3237 3145 3423 0. 2 2 3 0 .3 3 4 0 .2 6 1 0 .2 2 2 0 .1 9 1 0 .2 0 1 0 .2 4 9
5 . 射 房 用 1820 1368 1545 1760 1975 1943 1891 0 .1 2 1 0 .1 1 0 0 .1 1 6 0 .1 1 7 0 .1 1 6 0 .1 2 4 0 .1 3 7
6 .動 力 他 1635 1315 1135 1662 1845 1777 1636 0 .1 0 9 0 .1 0 6 0 .0 8 5 0 .1 1 1 0 .1 0 9 0 .1 1 3 0 .1 1 9
合 計 15011 12414 13322 14976 16965 15660 13773 1 .0 0 0 1 .0 0 0 1 .0 0 0 1 .0 0 0 1 .0 0 0 1 .0 00 1 . 000

2000 年 世 帯 平 均 第 1世 帯 第 2世 帯 第 3世 帯 第 4世 帯 第 5世 帯 第 6世 帯 世 帯 平 均 第 1世 帯 第 2世 帯 第 3世 帯 第 4世 带 第 5世 带 第 6世 帯

1 .輸 送 用 6102 5970 6381 6574 7661 6216 4189 0 .3 5 1 0 .4 2 3 0 .4 1 4 0 .3 7 5 0 .3 8 2 0 .3 3 8 0 .2 6 5
2 . m m 4101 1276 2751 3824 4828 4796 4275 0 .2 3 6 0 .0 9 1 0 .1 7 8 0 .2 1 8 0 .2 4 1 0 .2 6 1 0 .2 7 1
3 ■ if?■房用 334 104 224 312 394 391 349 0 .0 1 9 0 .0 0 7 0 .0 1 5 0 .0 1 8 0 .0 2 0 0 .0 2 1 0.0 2 2
4 . 給 湯 用 3031 3764 3154 3011 2929 2845 3099 0 .1 7 4 0 .2 6 7 0 .2 0 5 0 .1 7 2 0 .1 4 6 0 .1 5 5 0 .1 9 6
5 ■紐 扮 用 1660 1240 1401 1595 1790 1761 1714 0 .0 9 5 0 .0 8 8 0 .0 9 1 0 .0 9 1 0 .0 8 9 0 .0 9 6 0 .1 0 9
6 . 動 力 他 2169 1748 1509 2210 2453 2362 2175 0 .1 2 5 0 .1 2 4 0 .0 9 8 0 .1 2 6 0 .1 2 2 0 .1 2 9 0 .1 3 8
合 計 17397 14102 15420 17526 20055 18372 15800 1 .0 0 0 1 .0 0 0 1 .0 0 0 1 .0 0 0 1 .0 0 0 1 .0 0 0 1 .0 0  り

2 0 1 0年 世 帯 平 均 第 1世 帯 第 2世 帯 第 3世 帯 第 4世 帯 第 5世 帯 第 6世 帯 世 帯 平 均 第 1世 帯 第 2世 帯 第 3世 帯 第 4世 帯 第 5世 带 第 6世 帯

1 .輸 送 用 5858 5936 6345 6538 7618 6182 4166 0 .3 5 1 0 .4 2 9 0 .4 2 3  0 .3 8 5 0 .3 9 2 0 .3 4 8 0 .2 7 3
2 . 嗳 W 用 3711 1142 2463 3423 4322 4293 3827 0 .2 2 2 0 .0 8 2 0 .1 6 4  0 .2 0 1 0 .2 2 3 0 .2 4 2 0 .2 5 1
3 . 冷 房 用 324 100 215 299 377 374 334 0 .0 1 9 0 .0 0 7 0 .0 1 4  0 .0 1 8 0 .0 1 9 0 .0 2 1 0 .0 2 2
4 . 給 湯 用 2972 3697 3098 2957 2877 2794 3044 0 .1 7 8 0 .2 6 7 0 .2 0 6  0 .1 7 4 0 .1 4 8 0 .1 5 7 0 .2 0 0
5 . _ 用 1591 1183 1336 1521 1708 1680 1635 0 .0 9 5 0 .0 8 5 0 .0 8 9  0 .0 8 9 0 .0 8 8 0 .0 9 5 0 .1 0 7
6 .動 力 他 2234 1792 1547 2265 2515 2421 2229 0 .1 3 4 0 .1 2 9 0 .1 0 3  0 .1 3 3 0 .1 3 0 0 .1 3 6 0 .1 4 6
合 計 16690 13851 15004 17003 19416 17745 15234 1 .0 0 0 1 .0 0 0 1 .0 0 0  1 .0 0 0 1 .0 0 0 1 .0 0 0 1.U00

家 計 部 門 ：用 途 別 エ ネ ル ギ ー 消 費 量

-中•位 ：100憶  k c a l
1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 9 0 -2 0 0 0  200 0 -0 5 200 5-10 201 0-20

1 .輸 送 用 15586 19276 26082 28473 29621 30142 29863 29724 0 .0 3 9 0 .0 2 5 0 .0 0 3 -0 .U 01
2 . _ 用 12213 13137 19014 19135 19567 19093 18307 17412 0 .0 3 8 0 .0 0 6 -0 .0 0 5 -0 .0 0 9
3 . 冷 敁 用 771 1102 1458 1560 1766 1665 1692 1766 0 .0 3 5 0 .0 3 8 0 .0 1 2 0 .0 0 6
4 .給 湯 用 11896 13676 13680 14142 14785 15292 15520 15534 0 .0 0 3 0 .0 1 6 0 .0 0 7 0 .0 0 2
o . m m m 6803 7431 8137 7744 7879 8186 8463 8664 0 .0 0 4 - 0 .0 0 6 0 .0 0 8 0 .0 0 6
6 .動 力 他 D6D0 6677 9341 10120 10791 11492 11733 12101 0 .0 4 2 0 .0 2 9 0 .0 1 3 0 .0 0 5
家 庭 部 門 37037 42023 51629 52700 54788 55728 55715 55477 0 .0 2 3 0 .0 1 2 0 .0 0 3 0 .0 0 0
家 計 部 門 52623 61300 77711 81173 84409 85870 85578 85201 0 .0 2 8 0 .0 1 7 0 .0 0 3 -0 .0 0 1
家 計 部 門 ：補 別 エ ネ ル ギ ー 消 費 量

単 位 ：100憶 k c a l
1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 9 0 -2 0 0 0  2 00 0-05 200 5-10 2 01 0-20

1 ■電 力 12455 15443 20431 22772 24125 25005 25422 25911 0 .0 3 9 0 .0 3 3 0 .0 0 7 0 .0 0 4
2 . 都丨U ガス 6731 7762 8800 9190 9525 9706 9742 9672 0 .0 1 7 0 .0 1 6 0 .0 0 4 0 .0 0 0
3 .L P G 5710 6521 7015 5981 6160 6255 6251 6169 - 0 .0 0 9 - 0 .0 2 6 0 .0 0 3 -0 .0 0 1
4 .灯 油 10943 10969 14284 13692 13960 13689 13197 12607 0 .0 2 2 - 0 .0 0 5 -0 .00 4 -0 .0 0 8
5 .石 炭 他 356 222 146 59 0 0 0 0 -0 .1 3 2 - - -
6 . 縱 熱 842 1106 952 1006 1018 1072 1104 1117 - 0 .0 0 9 0 .0 1 3 0 .0 1 0 0 .0 0 4
7 .ガソリン 15170 18826 23758 26460 27629 28214 28000 27916 0 .0 3 4 0 .0 3 0 0 .0 0 4 0 .0 0 1
8 . 軽 油 415 451 2324 2013 1992 1928 1863 1809 0 .1 5 0 -0 .0 3 1 0 .0 0 7 -0 .0 0 6
合 計 52623 61300 77711 81173 84409 85870 85578 85201 0 .0 2 8 0 .0 1 7 0 .0 0 3 -0 .0 0 1
(電力化:呼い

家 庭 部 門 0 .3 3 6 0 .3 6 7 0 .3 9 6 0 .4 3 2 0 .4 4 0 0 .4 4 9 0 .4 5 6 0 .4 6 7
家 計 部 門 0 .2 3 7 0 .2 5 2 0 .2 6 3 0 .2 8 1 0 .2 8 6 0 .2 9 1 0 .2 9 7 0 .3 0 4
家 計 部 門 ：世 帯 主 年 齢 階 層 別 エ ネ ル ギ ー 消 費 量

宇-位 ：100憶 k c a l
1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 9 0 -2 0 0 0  200 0 -0 5 2 00 5-10 2010 20

第 1世 带 2323 2551 3017 2565 2222 1895 1704 1709 0 .0 0 1 -0 .0 6 1 0 .0 3 2 0 .0 1 0
第 2世 帯 7056 7196 8959 10099 10166 8754 7466 6529 0 .0 3 4 0 .0 2 5 0 .0 3 0 -0 .0 2 9
第 3世 帯 12589 13424 13454 12539 13619 15037 14770 12724 - 0 .0 0 7 0 .0 0 2 0 .0 2 0 -0 .0 1 7
第 4世 带 13521 15802 21242 20605* 17271 16286 17222 19157 0 .0 2 7 -0 .0 4 1 -0 .0 1 2 0 .0 1 6
第 5世 帯 9874 12664 16268 17175 19714 19378 16478 15720 0 .0 3 0 0 .0 3 8 -0 .0 0 3 -0 .0 2 1
第 6世 带 7259 9662 14771 18190 21418 24520 27939 29362 0 .0 6 3 0 .0 7 4 0 .0 2 7 0 .0 1 8
世 带 合 計 52623 61300 77711 81173 84409 85870 85578 85201 0 .0 2 8 0 .0 1 7 0 .0 0 3 -0 .0 0 1
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年度の1 7 .4% から，2010年2 1 .9 % と上昇し，前回の見通し1 4 .9 % と比較しても，大きくなっている。 

石油に関しては，依然として最大のエネルギー源ではあるが，石油依存度は，現行の5 2 .0% から 

2010年には45. 0 % にまで低下することになる。

4 結びにかえて

2001年度の我が国エネルギー需給見通ン作成作業として， 目下検討中の総合資源•エネルギー調 

査会での議論を踏まえて，その基準ケース • シナリオの内容を中心にまとめてみた。調査会では， 

この基準ケースをもとに，C 0 2排出量の1990年レべノレ安定化を目指す目標ケースのシナリオをまと 

めつつある。経済成長，エネルギー安全保障，環境保全のいわゆる3 E を同時達成するという目 

標は，必ずしも容易なものではない。この報告を書いている最中にも，米国ブッシュ政権のもとで 

は，米国が京都議定書で合意した2008-12年の温暖化効果ガスの削減目標の設定を破棄するという 

立場を一方的に宣言した。我が国でも，90年代以降の経済停滞が，経済成長と環境保全の目標との 

同時達成を難しくしているという感も免れ得ない。 もちろん，次世代に環境資源を保全して継承す 

る責任は，極めて大きいことは云うまでもない。 しかし一方で，現世代の環境保全に対する国民負 

担の程度を度外視して，環境を優先するということも許される状況ではない。そうした中で，少な 

くとも現在までの我が国の各方面での議論が，国民のコスト負担の程度やそれを実現するための政 

策的手段の効率性，効果性についての定量的議論が不足しているという感想も，筆者らが常々抱き 

続けてきたところである。今回のエネルギー需給見通しの作成プロセスでは，作成過程での情報開 

示が積極的に行われており， これを契機により活発な議論が行われるものと期待している。われわ 

れのモデル作業が議論の一端を担う役割を果たすことができれば， と願っている。

(商学部教授） 

(産業研究所助手）
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